
１　正課外科目(Original Subjects / 卒業所要単位には含まれない。履修制限単位数にも含まれない）

分野 履修条件 修得単位 科目区分 開講科目名 提供元 単位 2019 年次

2単位 推　奨 　PBLのための導入科目 - － Ⅰ

2単位 必　修 　PBL　Basic 2 前・月5 Ⅱ

2単位 任　意 　PBL　Applied 2 － Ⅱ

必　修   Academic English I　※1 2 前・水4水5 Ⅱ

任　意　　注1   Academic English II 2 後・水4水5 Ⅱ

  Public Speaking 2 － Ⅲ

  Debate Discussion Skills 2 － Ⅲ

  Business English 2 － Ⅲ

③奉仕の精神 人権・平和 　紛争解決学 外部講師 2 － Ⅱ

※1　"Academic English I"は必修科目。ⅡはⅠの単位修得者のみ履修可。

２　正課科目（学部提供）

分野 履修条件 修得単位 科目区分 開講科目名 提供学部 単位 2019 年次

人権・平和 　平和研究 法 2 － Ⅰ

建学の精神 　西南学院史 神 2 前・月1/後・月1 Ⅰ

　キリスト教倫理学A/B（隔年開講） 神 2 － Ⅰ

　国際福祉論　※2 人科 2 後・木3 Ⅰ

　ボランティア活動論 人科 2 後・金3 Ⅰ

　宗教学A 国文 2 前・火3 Ⅱ

　宗教学B 国文 2 後・火3 Ⅱ

　地理学概論 経済 4 － Ⅰ

　世界史概論A 国文 2 前・木2 Ⅱ

　世界史概論B 国文 2 後・木2 Ⅱ

　日本史学A 国文 2 前・水1/前・水3/前・金1/前・金2 Ⅰ

　日本史学B 国文 2 後・水1/後・水3/後・金1/後・金2 Ⅰ

　日本人の心理（英語授業）　※2 人科 2 後・金1 Ⅲ

　中国経済論 経済 4 後・水1金3 Ⅱ

　韓国経済論 経済 4 前・月1月2 Ⅲ

　東南アジア経済論 経済 4 前・火2金2 Ⅱ

　中東経済論 経済 4 ― Ⅱ

　アメリカ経済論 経済 4 ― Ⅱ

　ヨーロッパ経済論 経済 4 ― Ⅲ

　東アジア文化論A 国文 2 前・火2 Ⅱ

　東アジア文化論B 国文 2 後・火2 Ⅱ

　日本文化論A 国文 2 前・火2 Ⅱ

　日本文化論B 国文 2 前・木1 Ⅱ

　アメリカ史A 国文 2 前・金4 Ⅱ

　アメリカ史B 国文 2 後・金4 Ⅱ

　ヨーロッパ史A 国文 2 前・月2 Ⅱ

　ヨーロッパ史B 国文 2 後・月2 Ⅱ

　文化心理学（オムニバス）　※2 人科 2 後・水2 Ⅰ

　文化人類学A 国文 2 前・木1/前・金3/前・金4 Ⅱ

　文化人類学B 国文 2 後・木1/後・金3/後・金4 Ⅱ

　ジェンダー論A 国文 2 前・金1 Ⅱ

　ジェンダー論B 国文 2 後・金4 Ⅱ

　比較文化概論A 国文 2 前・火2 Ⅱ

　比較文化概論B 国文 2 後・火2 Ⅱ

　産業・組織心理学Ⅰ/Ⅱ　※2 人科 2 前・金3 Ⅲ

　発達心理学Ⅱ　※2 人科 2 後・月2/後・木2/後・木3 Ⅱ

　国際関係論 法 2 ― Ⅰ

　国際法         法学部は別科目名 法 4 後・火2金2 Ⅱ

　政治学原論 法 4 前・水2木3 Ⅰ

　国際協力論 法 2 前・水1 Ⅱ

　国際経済開発論 経済 4 後・月4火2 Ⅲ

　世界経済論 経済 4 前・月3金3 Ⅱ

　国際金融論 経済 4 前・火1木1 Ⅲ

　国際経済学 経済 4 後・月2金1 Ⅱ

　世界と日本の経済 経済 4 後・火2木1 Ⅰ

　国際経済政策 経済 4 前・火2木3 Ⅲ

　国際ビジネス 文 4 通・金1 Ⅱ

　国際ビジネス論Ⅰ 商 2 前・金3 Ⅱ

　国際ビジネス論Ⅱ 商 2 ― Ⅱ

　多国籍企業論 商 2 前・火2 Ⅱ
　国際経営論 商 2 ― Ⅱ

上記表の見方

BBP　開講科目一覧　〔合計18単位以上要修得〕　　　　　　　　2019/3/5

①課題解決力
2単位以上
（正課外）

外部講師

②語学・コミュニ
ケーション能力

4単位以上
（正課外）

2単位以上

アルク
2単位 任　意

③（=1③＋2③）から4単位以上

③奉仕の精神
③（=1③＋2③）から4単位

以上
奉仕の精神、共生

④異文化理解
適応力

4単位以上

2単位以上
選択

異文化理解にお
ける基礎的科目

2単位以上
選択

異文化理解にお
ける専門的科目

※2　受講者数制限あり

・「2019」欄は、2019年度の開講学期、曜日、時限を示す。「前＝前期」、「後＝後期」、「通＝通年」、「/」は複数の曜日時限から選択可能。

・「提供学部」欄に記載の学部名と、実際に受講可能学部は異なる場合がある。受講可能な場合は、各学科の時間割に科目名が記載されている。

⑤教養・専門
4単位以上

所属する学
部以外の3
分野から修

得

選択
【人文科学】

神・文・人間科学・
国際文化学部

選択
【法　律】

（国際関係）
法学部

選択
【経　済】
経済学部

選択
【ビジネス】

商学部

　各学科の時間割に科目名が記載されていない場合は、【学内単位互換制度】を利用し、教務課にて別途、履修の手続きを行う。
【学内単位互換制度】22期学生便覧10,11ページ、及びSAINSポータルお知らせ2019/2/26を必ず確認すること。

・「年次」欄は、その年次以上が履修可能であることを示す。例：「Ⅰ」は１年次以上履修可能、「Ⅲ」は３年次以上履修可能（2019年度22期生履修不可）

①履修を希望する科目が、自学科の時間割に記載がない場合、学内単位互換制度を利用することになる。
②別紙「他学部・学科・専攻受講願（学内単位互換科目受講申請書）」に記入し、教務課の所属学科窓口へ持参。
③科目の担当教員が専任教員の場合、自分で教員に許可をいただきに行く。非常勤講師の場合、教務課の所属学科窓口担当者の指示を仰ぐ。


	2019学期曜日時限有開講科目

